
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8902120004CC/20090403

( 科目コード：8902120004CC)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】情報処理 III

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

脇田 英治

【授業目標・教育方針】
　2 年時の「情報処理 I」、3 年時の「情報処理 II」で学んだ情報リテラシー、およびプログラミングの基礎知識に基づ
き、より高度なプログラミング手法を学習する。また、技術者として問題解決に当たる上で必要な数値計算をコン
ピューターで処理できる能力を身に付ける。

【授業概要】
　UNIX、Windows の両 OS が導入されている多人数教育用のコンピュータシステムを用いて、講義、演習形式の学習
を行う。MATLAB と FORTRAN、および [ エクセル＋ビジュアルベーシック ] による下記の項目のプログラミングに
ついて学習する。
　1)MATLAB の概要、基本的な文法 ,
　2) 行列、連立方程式の解法 ,
　3) 設計における利用法 ,
  4)MATLAB と FORTRAN の文法比較・例題演習 ,
　5) グラフィカル・ユーザー・インターフェースを用いた技術計算 ,
　6) エクセルとそれに付属しているビジュアルベーシックによる表計算処理とグラフ作成方法 ,
　最後に、[ エクセル＋ビジュアル B.] および MATLAB、FORTRAN を用いて平成 19 年のカレンダーを作成する演習
を実施する。これはクラス全体を 8 つのグループに分け、比較的大きなプログラムをグループ討議・共同作業により
作成する演習である。自ら考え、問題解決する力とチームワークにより仕事を完成させる能力の育成を図る。

【教科書・教材・参考書 等】
・室賀、白石、樫本著：改訂 -FORTRAN77（コロナ社 )
・上坂吉則：MATLAB プログラミング入門 ( 牧野書店 )

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
図書館にあるパソコン室で授業を行う。授業はパソコン室にある１人１台のパソコン端末を実際に操作しながら行う。

【メッセージ】
単にコンピュータの操作方法やコンピューター言語の文法を覚えるのではなく、発想力や問題解決力を付けてほしい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：50%
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
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【授業計画】（授業名：情報処理 III）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業方針・機器の使用法 年間授業方針の説明
情報機器の使用方法の説明
パスワードの設定の説明
サーバーからのデータ取得法

第 2 回 MATLAB の基本的な操作法 フォートランと MATLAB の特徴・比較
MATLAB の基本的な操作法について講義、演習
（教科書 P.1-21)

第 3 回 MATLAB によるプログラミング
基礎

MATLAB による基本的なプログラミング
教科書（P.13-21)、プリント（課題１・２）
レポートメールの送り方の説明

レポート提出

第 4 回 MATLAB によるファンクション
計算

MATLAB によるファンクション計算
教科書（P.28-30))、プリント（課題３）

第 5 回 MATLAB による行列計算 MATLAB による行列計算、連立方程式の解法の講義・
演習（教科書 P.22-23,P.52-56)

レポート提出

第 6 回 UNIX・フォートランの使用法 ソラリス・フォートランの使用法
フォートランと MATLAB の特徴・文法比較
FORTRAN による行列の読み込み、書き出し

第 7 回 FORTRAN による行列計算１ FORTRAN による行列の掛け算の講義と演習
（低レベルのプログラミング）

レポート提出

第 8 回 FORTRAN による行列計算２ FORTRAN による行列の掛け算の講義と演習
（高レベルのプログラミング）

第 9 回 連立方程式の解法１ FORTRAN による連立方程式の解法の講義とプログラ
ミング演習

レポート提出

第 10 回 連立方程式の解法２ FORTRAN による連立方程式の解法の講義とプログラ
ミング演習

第 11 回 設計における利用法１ 設計製図の授業で用いる杭の安定計算のプログラミン
グに関する講義と演習

レポート提出

第 12 回 設計における利用法２ 設計製図の授業で用いる杭の安定計算のプログラミン
グと設計計算

第 13 回 設計における利用法３ 擁壁のたて壁の土圧計算・設計の講義と演習 レポート提出
第 14 回 設計における利用法４ 擁壁のたて壁の土圧計算・設計の演習
第 15 回 設計における利用法５ プログラミングを利用して擁壁のたて壁の設計計算書

を作成する演習を行う。
レポート提出

第 16 回 MATLAB と FORTRAN の文法
比較、例題演習

MATLAB と FORTRAN の文法を比較し、両者の相違
点、同一点を理解する。
MATLAB と FORTRAN の主要な文法を盛り込んだ例
題に関するプログラミングを行い、理解を深める。

第 17 回 MATLAB と FORTRAN の文法
比較、例題演習

組み込み関数を利用して数学の応用問題を解くプログ
ラミング演習

レポート提出

第 18 回 ＧＵＩとは グラフィカル・ユーザー・インターフェース（ＧＵ
Ｉ）に関する概論、例題の実習

第 19 回 ＧＵＩの基礎 ＧＵＩを用いた基礎的な例題の演習
第 20 回 ＧＵＩの応用 ＧＵＩを用いた応用的な例題の演習 レポート提出
第 21 回 情報処理に関する基礎知識 情報処理に関する基礎知識の復習
第 22 回 エクセル＋ビジュアル B. 演習 (1

)
基礎的例題による表計算処理とグラフ作成法の学習 レポート提出

第 23 回 エクセル＋ビジュアル B. 演習 (2
)

応用的例題による表計算処理の学習

第 24 回 カレンダー作成演習 (1) グループ討議 ( 計画立案、課題の抽出、作業内容の分
析と役割分担 )

レポート提出

第 25 回 カレンダー作成演習 (2) フローチャートの作成、プログラミング演習
第 26 回 カレンダー作成演習 (3) プログラミング演習（デバッグ、エラーの分析、プロ

グラムの完成）
第 27 回 カレンダー作成演習 (4) グループ討議（デバッグ、エラーの分析、成果品の仕

上げ）
レポート提出

第 28 回 カレンダー作成演習 (5) グループ作業（成果のプレゼンテーション資料作成、
発表準備）

第 29 回 カレンダー作成演習 (6) 成果のプレゼンテーション
第 30 回 復習 期末試験の試験範囲の復習
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